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は じ め に

晒和 4l年度から農林省ぱ，執苦等の農槃、＇こ「関する

しめとして，海外調査，資料収集，広報活動，

進するため，在外研究員の脈遣をは

なっているc

この業務の一環として， 1 9 6 8年冗「東者了ゾアにお1ナるトウモロコシ生産(1)滉伏と

に関するシンポゾウム」を閲僅したか，東南アジア諸国においてトウモロコジの病害か大ぎな間趙にな

って＼ヽ ること

そこて当室で：ま，農葵技術研究所病理昆虫部糸状困病第 1研究室長 梶原敏宏技官をインドネジア，中

華民国（合湾）およひフィリピン忙派遺し， トウモロコジを中心として畑作物全般陀ついての病害

＼ヽ イゞ _,_ " 
, -ぷうな）。

された。

った。・

でおり，今後の東南アジアにおげる の試験研究推進の指針となれは幸

終りに，本調査妃あたってこ協力を頂いた関係各国に対し謝意を表するとともに，本調査を実施され

ご苫労冗対し厚くお礼を申し上げる。

昭和 44年 11月

熱帯農業研究管理室長

星出 暁
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緒

レJ

況1紅□4 3年 9月

”に闊しシン王、ン 7ム

っ．主憎により＂東雨了、 o"アvcおぷる 1、ウ・t:ロニ／古互

にお 1ゞ 、て開崖された。その峙東哨ア／アf叫戌にお''て（ま，

べと病 (downy mi !dew)の発生かトウモロコジの主産を阻む一屎囚Jこなってし、ることか叫らかに

された。そこ の推進尻頁するため，イントネ／了．フィリ t:'.ンおよひ中華戻固

J) 3ヶ国について， トウモロコ、ンベと病を中心 冑 しに。，畠査：よ，悛述 0)よ

うに昭和44年 1月5日から 2月り日にかけて行なったか．創作物とし、う差めてじ入、作物 にしに

こと，日程が限られていたこと，およひ単身

かも一部の作物について

であったことなどから，上記谷［国]0)-f;[¥の地以， i~ 

したにすぎず，隻めて不完全なもり）となっにか，ここに

調査結果の概要を報告する。

なお本調査紀（ま，上記各国の政府関係者，日本大使朗の関係者，鯰警農業厨f完誓理室およ

カ事業団の方々に御団刀',、たたぎかつ喧々御便宜を計っていたたいた。ここ瓦厚く信礼ポし上げるj
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ー 過

1 4年 1月 5'.]から 2月6,」まて，下，;口のような行柑て行なわれた0

1月 5日（日） 1 L O () am羽田全, l Ct 2 5 pm D j a k a r t a着

1月6日（月） 9.30am在イントネシア日 と日程その位陀ついて打

合せ。 11.00am Djakarta発（自勤車）， 1 2. 0 0 am Bog o r着。東部ヽンャワ MaI an g 

均区のトウモロコ・ンプロジェクト

訊）と共に Bogo r 

t1::0T CAより されている仲野博之技師（北海道立十勝農

場長Dr.Go Ban Hongに挨拶，日程筐ついて打合せ。

l. 0 0 pm OTC A酋邸ノャワ食糧増産協カフロジェクト団長，菅生一馬氏に来訪の挨拶，インドネ

シアの農業事清をぎく。

1月7日（火） 8 0 0 am 中央農業研究所病理昆虫部主任Mr. Ida Njoman Okaに病害関係の

研究状況についての説明を聞き，

:vir. Ok aの案勺で中央農研の「間場の病害調査を行なう。調査後トウモロコシの育種坦当者Mr.Effendi 

とへと病妃ついて意見交換。

1 l. 3 0 am 中央農研Muara分場を訪聞（自動早），

2. 0 0 pm管生氏の案内でBogarとPuntjak峠闊の病害調査（自動車）。

1月8日（水） 8.0 0 am Dr. Go Ban Hong妃挨拶， 8.30am Bogor発（自動車），

Pasarminggu の農業晋及局 (I[l,f r • W a z i rを訪閂， トウモロコ・ンベと病の発生状況について説

嗚をうげる。

0. 5 0 pm D j aka rt a発（飛行成）， 3. 1 0 p rn Su r ab a y a着，直ちにOTCAの小室氏，仲

野氏~ 東部／ャワ州政府農業普及局のMr.Iskarnar, 中夫農研Ivfalang支場の病虫係Mr.Ach-

mad hyらと Malang地区におげる調査の打合せ。

5. 0 0 pm Su r ab a ya発（自動車）， 9. 3 0 pm Ma l an g着。

1月9日（木） 7. 3 0 am~1la l an g発（目動車）， Achrnadhy, Iskarnar , 仲野氏らの案内

でMalang内部の園芸研究所 Punten ,Pudjon峠附近，/'.)ed j al iのOTOA試験地，

Bed a I iにある corn project station, 中央農研Djambegede試験地なとの圃場を

中し虹

5.0()p;n :.V[alang着。

1月 l0日（金） 7.30am Malang発（自動車） . Ma I an g西北部のMedj as a r iおよび

Dlangguの中央農研試検池J)圃場．およひその途中て病害調査, 4. 3 0 pm Ma I an g着。同行

者前日冗伍］じ。

1月 11日（土） 7. 0 0 a;n Ma I an g発（目動車） , Pasuruanの糖業試験場訪問。場長 Ir. 

H. llandoj oより．場全般についての説明をぎ).. 病理主任のMr.Kuntohartonoよりインド

ネゾアにおげるサトウキヒの病害について説明を受け圃場視察。

1 !. 0 0 am Pas u r u an発， Lumajang,'「empeh , T j and i p u r aなど MaI an gの東

部の畑（乍地帯を調査， 6. 3 0 pm Ma I an g着。
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l月 12日（日） 休養， O'『CA山崎氏の案内でジャワ島 Nglijep 

1月 13日（月） 8. 0 0 am州政布Maiang Mr. 『,foeljadiに挨拶。

8. 3 0 am Ma l an g発（自砒車）， SurabayaでOTCA東部ジャワトウモロコンプロジェクト0)

。小室氏らOTOA関係者に調査結果の連絡。

1 J. 5 0 am Sur ab a ya発（飛行機）， 1.55pm Djakarta国・

1月 14日（火） 8. 1 5 am DJ aka rt a発（飛行機）， 4.45pmManila; 自 J

1月 15日（水） 9. 0 0 am 日本大使館訪間，瓜生書記官とフィリピンでの調査日程を協哀，黒田公

使に挨拶。

1.00pm瓜生書記官の案内でBPI (Bureau of Plant Industry)を訪問。 Mr. 

Bergoniaと日程の打合せを行なう。 (BP Iは， 39周年式典のため Oarangdang

は挨拶できず）。

1月 16日（木） 6. 0 0 am Man i I a発 (BPI, Mr. Bergon iaが 16日から 23日まで同

行。）， 7.3 0 am D a v a o着。 Davao市内のBPI, 第8地区 Reg i on a l O f f i c e を訪

間))

Adm in i s tr a t iv e Ass is tan tのMr.Pio J.Parasに挨拶， Davao周辺J)農業事

情について説明を聞く。

l LO O am Davao発（自動車）， 4.0 0 pm CarmenのBPI Aroman Exp. Stat. 着，

圃湯でトウモロコ、ンその他の病害調査。

1月 17日（金） 7. 3 0 am A r om a n Ex p. S t a t. 発（自動車），途中 3個所でトウモロコ、ンの

病害調査。

9.00am Kabacan の Mindanao Institute of Technology(MIT)の

Agronomy の教室を訪閂"Ma r a s igann 教授よりトウモロコ、ンベと病に対する抵杭性品種の

育成について説明を聞ぎ，圃場調査。

1 0. 3 0 am Kaba can発，途中数個所調査。

3.30pm BPI Davao Exp. Stat. 着，施設およひ圃場見学。

6.00pmDavao着 3

1月 18日（土） 1 1. 0 0 am Davao発（飛行機）， 1 2. 4 0 pm Cebu Mac tan着。 BPI

第 6地区の Reg i on a I O f f i c e訪明挨拶。

1月 19日（日） 休養，資料整理a

1月20日（月） 7. 3 0 am BP  I第 6地区凡egional Office訪笥， Cebu島のトウモロ

コジ栽培と病害について係官より説明を聞く。

9. 0 0 am BP IのMandaue Exp. Stat. 訪問圃場調査。

1.00pm Cebu市の南にある Minglanilla一帯のトウモロコン畑の調査。 5.3 0 pm宿舎

着，

1月21日（火） 8.0 0 am BP  I第6地区 Reg i o n a ! 0 f f i c e所長 Dr.Gianzonに挨

拶後, Ce bu島の中部且地 Guadalupe一帯の圃湯調査。

5.0 0 pm宿舎着J
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1月22日（水） 7. 3 0 am Ce bu発；位iact an空港・＼。

9.25am Oebu-Mactan発（飛行機）， 9. 5 5 am Negro s島 Bacolod着。 BPI 

Bacolod事務所訪問'o

1. 0 0 pm Ba co I o d発（自動車）， BPI O)La Gran j a Exp. St at. 訪間ン

4.00pm La Granja の Philippines Sugar Cane Institute訪間。

学。

1月23日（木） 7. 3 0 am Ba co lo d発（自動車）， Negros島北部の Manapla周辺の調

査。

1.30pm Victorias Miiiing Co,(製糖工場）の研究室およひ圃場1)見学。

5. 0 0 pm Ba co Io d着。 7.50pm Bacolod発（飛行壊）, 9. 3 0 pm Man i l a着。

1月24日（金） 8.30am Manila発（自動車）， IRRIへ。 I凡RIで吉田昌ー氏と日程そ

の他打合せ。

11.00am UPCA(University of Philippines, College of Agricu-

lture), Dr.Carangal訪出広 UP C A, D i r c t o r o f Re r e a r c hの Oril lo 教

授に挨拶の後会食っ

1. 0 O pm UPC A植物病哩研究室 Dr.Excondeの案内でIRRI訪開 Dr.Ouより IRRI

におげる植物病理の研究の現状について説明をきぎ，圃場見学。

1月25日（土） 8. 3 0 am UP  CA植物病理研究室を訪間， Dr.Excondeの案村で設備および

圃場を見学，調査。トウモロコシベと病についてのUPOAの研究結果をぎき，種々討議っ

1. 3 0 pm UPC A育種研究室を訪問。 Dr.Oarangal よりフィリピンにお合るトウモロコンの

育種と栽培の普及について説明をきき討論，，試験圃場を見学する。

1月26日（日） San Pablo city見物，休養，資料整理。

1月27日（月） 8.3 0 am Los Banos の IRR  I宿舎発（目動車）， Manilaにて日本大

使官に瓜生書記官を尋ね，調査結果の連絡。

1 0.0 0 am瓜生氏の案内でRCPC C訪問， Mr.Gonzalesに挨拶， RCPO Cの役割，活動

状況について説明をうげる。

1. 0 0 pm Mani I a発自動車でBaguio cityへ， BPI Mr. Bergo n i a同行。 7.3 0 

am Baguio 着。

1月28日（火） 7. 0 0 am Ba g u i o発（自動車），途中野菜類その他の病害調査m

2. 0 0 pm B o n t o c着，車の故障で予定の調査を中止，休養。

1月29日（水） 7. 0 0 am Bon to c発（自動車）， Banaueの棚水田を見学． イネ白葉枯病

の採集を行なう。

1 0. 3 0 am Ban au e発. Bon to c経由， Baguio cityへ，途中，野菜類およびイネの病

害調査。採集。 7.0 0 pm Baguio c i t y着。

1月30日（木） 7.00am La Trinidadにて海外青年協力隊高口氏から Baguio周辺とく

にLa Trinidadの野菜栽培状況．病害などについて説明をうけ，圃場調査。

9.0 0 am BP I Baguio Exp. Stat. 訪問病理主任 Miss Caloの案内で圃場を見学

-4-



1 0. 3 0 am Baguio city発（目励車）， Baguio 令 Mani la間

5. 0 0 pm Mani l a着;

3
 ゞ

ヅ

r{ 

月3 、1日（金） 2. 3 5 pm l¥fa n i l a 

月 i日（ゴ:) l 0. 0 0 am 

), 11.25pm合ナじ着。

てJO且凡訪間で

マア
尺3w' 

1 1. 0 0 am 

3. 0 0 pm 日

2月2日（日） 9. 0 0 am 

，見学。

（汽車）。 2.2 0 pm台南着。

2月 3日（月） 9.0 0 am台南区農業改良場訪問， に挨拶。

1 0. 3 0 am台南発（． ) , 1 l。30 am 

でトウモロコジ トウモロコンベと病につい

を訪間，

2月4日（火） 9.0 0 am （目 ) , l 0, 3 0 am台南着。

呂理桑噂士よりサトウキビベと病忙ついて吃明を彦く。

1. 0 0 pm台南区農業改良湯において種芸課長蘇匡基氏しまじ

について講演．質疑応答をなす。

2月5日（水） 7. 2 5 am台南発（汽車）， 12.00am台北着。

2月 6日（木） 9.0 0 am台獅農業試験湯訪間，簡錦忠氏から同場での植物宥理関係の研究について

の職員

説，:月をうげるa

1 2. 0 0 am 日本大使館に原公｛吏，濃野参事官を尋ね，調査結果の概要を報告。

5. 4 5 pm台北発（飛行洩） , 1 0. 1 0 pm羽田着。
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II ぉ
ァ攀フィリ

罰作物の病害

t
 
j
 

~II' 

1 インドネシア

今回の調査旅行において，インドネジア（ジャワ島）

通りである。

第 1 インドネツア（ジャワ島）において発生が認めら

められた畑作物1)病害は第 1表の

(1) 

および和名） 病原菌学名 採集地

Maize (トウモロコシ）
...... 

o do叩 ymildew(べと病）

southern leaf spot 

O common rust (さび病）

（青かび病）

F usar i um ear rot 

（赤かび病）

Kabatiella leaf spot 

（褐斑病）？

Sorghum (モロコシ）

Zea mays 

northern leaf blight 

（煤紋病）

S clerospora m ayd1s 

T richometasphaeria 

turcica 

Bogor, Pudjon, B図ali , 

D langgu, その他

B ogor , Pudj on , D langgu 

(He! m inthospor mm  

turc1cum) 

Coch! iobolus heterostrophus I PudJon 

（ごま葉枯病） I (Helminthospori1m maydis 

Puccinia sorghi 

southern corn rust (さび病） Puccinia Polysora 

corn smut (黒穂病） U st i !ago maydis 

Penicillium ear rot I Penicill1um sp, 

Fusarium sp. 

Kabatiel la zeae ? 

Sorghum vulgare 

Gloeocercospora leaf spot 

（ひよう紋病）

leaf spot (紫輪病）

G J oeocercospora sorghi 

0 ercospora sorghi 

Bogor, Pudjon, 珈 ali

D langgu 

PudJon 

Bogor 

Bogor 

Pudjon 

Muara 

Medjasari 
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第 1表 イYI、ネシア（ゾャワ島）におc, めら九に畑作吻

病原菌学名

ー．~ ―- ---一

wheat (フムギ） T rt t1cum sat1vum 
--—--ー・ヘ・・----一,-—. --- . ー--- -- -- --·-—--.. ・・・-・---

lea! rust (赤さび病） Pucc1r1a recom:1 ta 

leaf spot ( ） Septoria tr1t1c1 

scab （ ） G1bberel la zeae 

Sugar cane (サトウキビ） Saccharum off1cmarum 

o leaf streak (leaf scald) 

（白条病）

o mosaic (モザイク病）

Xanthomonas alb1 I 1neai1s 

V lfUS 

(J p l and n ce (オカボ） 0 ry za sat Iva 

1--lelminthosporium leaf spot I Oochliobolus miyabeanus 

（ごま葉枯病）

Rhynchosponum leaf spot 

（雲形病）

sheath bl igh ( 

Bean (マメ類）

Rhynchospor 1 um oryzae 

Pellicularia sasaki 

Phaseolus spp., Vigna strtens1s 

o bacterial blight (葉焼病） ! Xant ho m onas phaseol 1 

P unten 

P unten 

Punt en 

P asuruan 

P asuruan 

Bedal 1 

Bedal1 

Bedal 1 

DJ arnbegede 

~' 
91 `  

angular leaf spot I I sariops1s gr1seola P unten, D j a rnbegede 

（インゲン角斑病）

I ca f spot (褐紋病） Ascochyta phascolorum 

leaf spot (ササゲ角斑病） 0 ercospora canescens 

rust (さび病） Uromyces phaseol1 

Peanut (ラ yカセイ） Arachis hypogaea 

Djambegede 

D Jambegede 

Ptmten 

bacterial wilt (青枯病） I P seudomonas so I anacearum Medj osari 
brown leaf spot (褐斑病） 1 Mycosphaerel la arachidicola Bedal i, MedJosar 1 

I o leaf spot (黒渋病） 1 Mycosphaerel la berkeleyi i Bedal i, MedJosari 
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第 1表 インド不シ了（ジャワ島）におし られ ~ヽ
 
ヽ
~
ヽ

病原菌 民 集 ，且~
 

L1,~ 

Tomato (トマト） Ly cope rs icon esculentum 

leaf spot ( S eptor i a lycopers i ci 

c powdery mildew I Leveillula taurica? 

（うどんこ病）

0 hinese cabbage (ハクサイ） B rassica pekrnens is 

bacterial soft rot( 

mosaic しモザイク病）

Taro (サトイモ）

) i Erwinia aroideae または

且 carotovora

Virus Iじunten

Colocasia esculenta 

o J'hytophthora blight (疫病） j P hytophthora colocasiae 

r、、 、・＜戸ヽ

し 1trus (カンキツ刃1) Citrus spp. 

bacterial c叩 ker

（かいよう病）

sooty mold (すす病）

Xanthomonas ci tri 

I Bogor, Muara 

Bedali 

Bedal1 

注 0印は， とくに発生か多く，また被害が大ぎいと思われる病害である。

こ九らの病害は，いずれもその病徴から確実妃判定できたもの，およひ不確実なものについては，病斑

上に見られた病原菌の形態を観察し決定したものである。なお病原菌学名については、一部は日本て用

いられているものを記載したものもある。

これらの病害のほかに，インドネツアにおいて発生が認められている病害ょ， Gattaniらの報告

によれば次のようなものがある。

〔トウモロコシ) Physoderma zea -mayd is (斑点病）， S eptoria zeicola, Leptosphaeria 

maydis, Diplodia zeae, Pythium sp,, Curvularia geniculata. 

［モロコシ ) t'uccinia purpurea (さひ病） . Col letotrichum sp ., Sphacelotheca sorghi, 

Leptosphaeria eustoma, O!adariomyces fumago, Chaetothyrium sp. 

〔クイス) Phakopsora pachyrhizi (さひ病）， Oercospora kikuchi i ( 

trichum glycines (炭そ約）， Pseudomonas solanacearum (青枯病）

), Oolleto-

〔マメ類〕 Myrothecium roridum (leaf spot on Phaseolus semierectus), Oercospora -

rnstabilis(leaf spot on Oajanus cajan), curl disease (virus?) 

8-



トイモ〗

Sclerotrnm 

Ascocliyta sp苓， Cercosporidium sp., C ladospor, 

rol fs11 〈t3;哨悦）。 いhysalospora sp唸斎 Ci10;;nephora

しサ J でイモ］ （
 
s
 

苓
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t
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tヽa
 

.h} e
 
、9.‘,J 3p 
t↑
 

ー0,）
 

戸
1 s

 ‘̀
 ）
 
.t 
っヽ
4

c
¢
`
 c
 
s
 

且h1ZOOl!S 
' 

CO lOCd~i 

合1、olrn11

rot). Cercospora 

（シ..yガイ

totrichum 

l 1 mo rens 1 s , (〕or)nespor姓

じhytophthora infest項い ( 

cass i 1 cola, Ramnl,, 

at ram en tar 1 um （炭そ病）， Oercospord concors l leaf blotch 

fi lam叫 tosa (黒あ

て`brwrn1a 

，
 

¥，
J
 

~ 

rusar1um 

0dndelos図 rai lic1cola匂じseudomonas

りか的），

，
 

¥
J
 

spり Oospora scabies令 Uylmdroc!ad;am 

［コムキゞ

caro t ovo r a'-I 

Ust ib叩 tr i l i ci ( 

Alterndria sol 

sol anacearurn , f 

'
 

、
~ヽ
i
/
mosaic, 

と
)， 

leaf roll ( 

I、)パ,atas. 

uじ受舷~、）令 りiI 

『c!liculana

d I ci col;:i, 

S treptomyces cヽabtes( 

） 

s p 令

サトクキヒ記シし、,こt 薯者が『asuru::m

ヽ
)， Helm wthosporrnm 

おし、て発生 ;茫各・
因
乞

に，

わち，

,f『：の Ir, Kuntoliartono応よれば，久のよりな 乙＼貪1主才ると t') とし庚る^ ，土ど、

ーe
 
k
 

拿

p.o 
k
 

01b区 rei la fuj 1kuro1 ( 

＇ fl SIS~ 

策f
¥
 

disease), 

s1ゅt). 

adoxa ( 

とである。

以上の

I国 rot), Helrninthosporium 

, ye! low 

じercc吋spora Vdginae 

spot) , 

P okkah B oeng disease) , 

p uccin1a kuehni i' ’ふ'"'杭：ヽcv ,fl, 

sacchar i 

Pellicuiana 

＼ rust i , Leptosphaer i a sぶ chari ( 

red spot of leaf 

, prneappie disease)念 Xant ho m onas 

（限点胃

sasaki 1 

P hysa !c,~.po r 

eye spot 〉℃

sheath) , 

rubr i l ineans ( 

band(xl 

tucumane 

.・, 
しercospora 

sc J erot 1 a 

ring 

erarocys tis oar一

r国 stripe〕 な

D iambegede, 

（Cよるこま

ほか， イネでは， Xanthomonas orvzaeによる

Sp加eru!ma oryzina応よ

(l'yr1culana 

D lan瞑 [1.

、）e
 
a
 
z
 

r
 ¥J r
 。

Lumapng, 

P tmten, 

こび）外イネにば Gattaniらによれば，

salvini i (S clerct 1u111 oryzae) , 

D arnpi t~ ょとvc発f上し・-cおり知

少だ<,

つぎのよう

Muara, 

Coch l 1 obo l us m iyabeanus 

で認めうtしにこし、もち誌

わずかに Dlangguにて発生を記、めに土げであっに。

するとのことてある。 Leptosphaena

S clerot1um s1gmo1deum （小球附核病） , Rhizocton1a sp, 

:'1 eovoss 1a horr 1da ( ), Ustrlaginoidea virens (稲こおじ胴）， Phyllosticta mwra1, 

;"-i igrospor a oryzae (褐紋的） , Curvular1a !tma ta , Pen con1a 

(damping off), P roto2scus color叩 s,Leptosphaeria oryzina濤

bys so tdes名

l'-., api cladrnm 

Pyth1um sp,, 

J anse叩 um , 

ヽ
八 1grospora pan1c1, S colecotrichurn sp., S c!erot1um glumale, 凡hizoctonia d1struens, 

S clerot 1um rhydrophyl ]um , Fusanum sp., Herpotrich1a oryzae, Me lancon1 um oryzae倍

Septooa oryzae, Septoria glumarum などておる。

2
 

フィリピン

ミンダナォ島， セブ島， ネグロス島およびルソン島のフィリピ 冗おい られた畑作

物0)病害ぱ第2表J)通りである。
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第 2表 フィリヒンに沿、洛て完＇主力、北めら ， ~ ~ 

宕名（英名およぴ和名） 病原菌学名 院 圧
[

~' 甘勺↓J 

~!aize (トウモロコ／） ea mays 

O downy mildew (ぺと灼）

northern leaf blight Trichometasphaena turc1ca 

（煤紋病） (He Imm thospor 1 um turc 1cu m) 

southern leaf spot C ochl iobol us heteros t rophus 

（ごま (He! m rnthosponum mayd1s) 

o common rust (さび病） Puccin1a sorghi 

sou them corn rust Puccinia polysora 

（さび病）

corn mosaic (モザイク病）, I V lfUS 

o corn stripe 

Kaba tie! la leaf spot 

（褐斑病）？

Sclerospora phi ltpprnensis 

Virus, Perigrinus maid1s 

Aい）man, Kab心 n,

i(1 tulan, Minglan1 l la, 

Los Banos 

K abacar1 , Mandaue , 

Guadalupe, La Gr叩 Ja'

M叩 apla

Kabacan, Minglam ! la, 

l¥1anda ue , M叩 apla,

La Gr叩 Ja

Kabacan, M皿 daue,

Ming! 叩 iella, Guadalupe, 

La Grai1ja, Los B叩 OS

Minglani I la 

Ming! 叩 Ila, Mandaue, 

Manapla, La Gr叩 Ja

M1nglani I la, Guadalupe, 

（トウモロコンウンカ）により媒 I La Grania 
介される。

Kabatiel la zeae ? Kabacan 

Sugar cane (サトウキビ） S accharum off1cinarum 

do w ny rn i l dew (ぺと病）

eye spot (眼点病）

red spot (葉鞘赤斑病）

nng spot (輪斑病）

Sc lerospora sacchan 

He! minthosporium sacchari 

C ercospora vaginae 

Leptosphaeria sacchar 1 

Becolod, La GranJa 

Bacolod 

Minglani I la 

Ming! 叩 Ila , B acolod, 

La GranJa 
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第 2表 フィリピンにおいて発生か陀められた ~
~
 2
 
＼
 

胴名（英名およひ和名） 名
•
こ
ヽ
）
・
・

J

9
『

•^ 
附良，

コ
J
,'''-に
＼
，
 採 集

ih] '-＇l, 

Be叩 （マメ譲） じhaseolus spp .. Vigna smens1s 
--- ――-"一ー一- -----―― ・-----------一｀―▲―~- -・-----------------—-- --—し―--

i 
bacterial blight ( ＼ ) i Xanthomonas phaseolt Mandaue 

e゚rcospora leaf spot ； しヽercospora canescens Kaba(澤n, Davao尚辺，

（）  しa GranJa 

（主として :'-lung bean) 

:¥fandaue 

o powdery mildew Sphaerotheca ful1grnea ,'vlandaue Los Banos , 

（うとんこ病） La GranJa 
' 

（さひ灼）
I 

rust I 'I U ro m yces phaseo l 1 :'viandaue 

southern bl 1ght (白 Cort1cium rolfs11 1¥fandaue , La (3 r a月Ja

Soy bean (タイズ） G lycrne max 

bactenal bl 1ght 

（ 

mosaic (モザイク病）

じseudomonas g Jycrnea 

V 1 rus 

Peanut (ラノカセイ） Arachis hvpogaea ,, 

----- ----- -- -

brown ledf spot (褐及店） I 入lycosphderella arach1dico la 

leaf spot (黒渋病） :Vlycosphaere l la berke Jey 11 

Potato (/ャガイモ） 、'::,o I anurn tuberosurn 
..、...

Bacolod 

Bacolod 

Bacolod 

Bacolod 

bacterial w I l t ( 

ring rot 

o late blight (疫病）

mosaic (モザイク病）

Pseudomonas solanacearum Baguio 

じorynebactenum sepedonicum ! Bagu10 

P hytophthora in tes tans 

Virus 

Baguio, La Tr inidacl 

Mandaue 

Tomato (トマト） Lycopersicon esculentum 

early blight ( 

leaf mold (葉かひ約）

Virus disease 

（ウィ Jレス病）

Alternuia solai11 

C ladosporium fulV1Jrn 

Virus 

Mondaue, La Trinidad 

La T nnidod 

Mandaue 
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フ表2
 

与
ち
1

ニ
牙 ら

'), 

" 

. . ...、し

天旦：如亨尺

じho0cnephoratrui t rot 

（尼かび病）

leaf spot (褐色日

o Phomopsis blight(. 

,nclongena 

Choanephora sp. 

じercospora soLmi—melongenae I'¥I叩 9『いue, Let i、rfd11Ja

Phom ops ts ve x出 JS

Pepper (ピ～、マン） じaps1 cu rn 21°11 u urn 

c powdery mildew 

（りとんこ病）

Virus disease ? 

しeveillula t;iurica 

J
,
9
 

9
¥
 

ーしーヽヽ『・i 
（
 
ーー↓ ,
9
 

~
 

＼
 

9

4

 

¥landc1ue, L<1 GranJd 

La UranJa 

じucurbitaceae (ウリ類） Oucumis spp., Cucurbita spp. 

powdery mi Ide w 

（うどんこ病）

o mosaic (モザイク病）

Sphaerotheca fuligweaまには I'ilianclaue 

Erysiphe cicoracearum 

white fly (Bemesia sp)に： i¥landaue 
よって伝播される。

天＜巣症状を表わす。 ! :'viandaue 

じabbage (カンフン） Brass1ca oleracea Yar. cap1tata 

o black rot ( Xan thomonas campest ns 

bacterial soft rot Envinia aroidcae まには

（軟腐病） I E. carotovora 

Alternaria leaf spot 

（ 

O downy mildew(へと病）

Al ternar ia brass1 cae 

Peronospora brass1cae 

Baguio, Bontoc 

La Trinidad 

Bagtuo 

Baguio, Bon toe 

Baguio, L0 Trinid叫

Strawberry (/チゴ） F ragaria chi Joens is var. an:1f!assa 

gray mold (灰色かひ病） I Botryt 1s cmerea 

leaf spot ( Marssonina fr agar 1心

13 agu10 

Ba阻l!O

〔注〕 採集地のうお， Aroman, Da,・ao, Kabacan, Ki tulanはMindanao長]j, Ouadalupe, 
Mandaue, Minglanillai:tCebu且， La Granja, ~1anapla, Bc1culodぱ:':eg ros島，
Baguio, Bonloc, La Trinidadおよひ Los BanosはLu幻 n島忙所在-rる勺
〇印は， とくに発生か多く，また被害か大ぎいと円われる咋冑をぷした。
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'
↓
 ') 

ふ＇（こ

、よi
 

ー

〇ほか，イ て、よ, B P I n ¥1 r. Be r go臼 i

こぐここある。づ-ヽ ；よわら， じyricuLHia Llry勾 C (し

J 瓦

''-rn 1 yaoeanus r.、ーよ '(・1"'.  1 , U er cosoora oryzae ,)'-・ . '・,・'  
j 各 ¥_;;rllrnぅm叫 J:JS

L Pellicu!aria sa辺 hii ( ) , [{Ill 7(几 tonra oryzae (、

or v ?ae (,'、r,P'J 凡ヽ ), Helminthosporium s1gmoideum var, irregularc (パ

Sclerotium oryzaじー-sativae ( ), Gibbere!LJ fuJikuroi (氏喜 l T .. , ぶ， r1cnocon, 

p叫 wicl-.ii (leaf spot), Oorticium rolfsii ( ) , Usti laginoidc日 virens (、打

お、1Fi), 『llyllostict.1 glumarum (籾柑げ丙）， [ l i rs chm叩 nia oryzac (畏もくり

ye! low dw心 f, tw1gro、 or:.inge leaf, grassy sttmt t.r: とである。これら 0)'.)

べ^

¥，
i
 

び），嘉青:

お,_、-c).f際にだ／しか忍、められに {10::t,

る leaf spotのみであった。

，すじ こま よ〗~Trichoconi s 瓦よ
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lil 
トウ

の調

と病に いて

今回の調査旅行())主は目的てあるトウモロコンヘとj内について，謁査結果を中心記，本的C・パ戸し々

およひ防除())可能性なこ瓦ついて検討を加えてみたい。

々態

; 1) インドネシ了における発生々粗

インドネシ了のジャワ島冗おし、ては，

発生が認められたQ すなわち， Bogor O) 

なったトウモロコシ畑のほとんとすへての信応

，東部ンャワ ¥faJang地区の Pudjon,B eda li, 

Sedjati, Dlangguおよび Lumadjangの固辺などである b ゾャワ島におヴるトウモロコシ

1月はすでに収穫期紅入ったものか多く， Bogar中央農研園場およひ:::;edjaいの OTCA試験両場

6~7葉の苔いトウモロコゾにおいて発病を観察した以外は，へと約 vこよって枯死した個体，あるいは

欠株になっている った。

インドネシアにおけるトウモロコジペと 四ついての統計的数字ば叫」らかてない在， Pura-

kusumahによれば， l 9 6 4年西節／ャワ Tiian山urにおいて平均 9()笏の感羹か観察されている。

，1,.実，著者か調査した Bedaいの→噌！場！こおいては，栽植した 85 %以上の個体か拮死し，欠株となっ

ていて，極めて大ぎな被害を与えてしることか推察された（第 1図）。政冑虜係技術考（ふ トウモロコ

ンの病害中最も大ぎな被害を与えるのぱへと病てあり，本病の発牛かトウモロコ、ンの増産を阻む一人要

因となっていると説明した．か，上述のような激しい発生を見るとき，その被害の大ぎさか改めて詔識さ

れに。

インドネシア妃おげるトウモロコンの栽培ぱ， OTCAより派遣さ の報告如よれば，山李

節風（雨期）前 9~l 0月に作付ずる labuhanと， 2~5月西季節風後に作付される marenganの年

間 2回竹吋のとこるか多いようである。このうち，へと病の被害は labulianのもの応多く発生し，発生

時期は 11月から 2~3月にわたっているようてある。第3表は東部ゾャワ Ma!ang地区 Sed」aい に

おける年間！＇「 i量て多るが， 1{J期と発生時則か極めてよく一致している。 Heda!iの間場て観察しに結果

てふ labuhanのものても， 1月期妬人る直前多るいは 1汀期のこく初期の 9月に『番種した早『香きてぱ，；ょ

とんど発病ょ認められなかったか．雨芍に人って播種しに l0月公 6日1番きの間！場ては，第 ll文］にj'、す

ように約 85茄かへと病況よって枯死し，欠株になってし、た。まに（甫野ら（（）＇［じ A調芭コ）の拭般に

よれば， ¥ialang地区で1ょ，描種期が 11月 18日以降のものに多発している。これら 0)ことから， イ

ントネシアとくに、ンャワ島におげるへと病の発生ょ，降田と極めて密接tJ;関係か多ることかわかる。

-14-



第 3表 イント不ゾ了東部ゾャワ Sedjat i cf)『畠 (mm)

、~、～刀、一.-・¥＼、＼、井,¥.、-、、 196 ti 1967 '61 ~'67 
平均

l 2呂u 320 31 

2 3 10 280 233 

3 160 175 284 

4 320 14 5 18 4 

5 25 15 68 

6 15 り 5 

7 

゜
（） 1 

8 

゜
（） 13 

， 
゜ ゜

12 

l 0 75 20 109 

1 1 2 50 12 164 

12 5 0 5 535 36 4 

つきにイ固々のトウモロコ／の発病時期，換言ずれば感染の時期については，菅仁古氏 (0TOA派追

トウモロコ／専門家）の蜆察によれは， Malang地区においては第 4表に示すように，播種後 13~15

日頃，すなわち 5~6笑の項から発病か認められている。台湾糖業試険場Leu(呂理桑）らによれば，

S clerospora sacchariのトウモロコ、ンでの潜伏期間ぱ 10日前後とされている。インドネシアにおげ

るへと病閃 S.maydisの潜伏期間については明らかてなく，今後実検した上で解明されなければなら

ないか， S• sacchar iとほぼ同しであると考えるならば，イント不シア Malang地区で1文前にも述へ

たように1番種後 13 ~ 1 5日で発病しているから，ほぼ発芽の直後から感染かおこっていると推定され
る。

第 4表 トウモロコンの葉位とへと病の発生との関係

（菅仁吉氏の調査による，東部ゾャワマラン地区）

英位 I :i 

I 
発病

個体数

5
 

•`’. 
（
 

7
 
8
 ，
 0 2 /rn 10/10 10/Hl 10/10 10/10 

トウモロコ、ンの品種の本病に対する抵抗性：:z_ついてぱ，あまり明らかでない。しかしほとんとの品種

か罹胄「生のようであるか，品種によって多少抵抗の差か認められており，とくに優良品種である Ha--

rap;m や !'v~etroは在来種より弱い傾向かあると報告されている。
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乙心鰈戻i
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ゴ り〉釘査では発
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9ヽ 3 しャ{こ

arme n , 
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八gr. Exp心 Stat.の圃場，

孔 oacan, 

' 1aOS 
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i
 

ゞ
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、

i
・
ぷ、;'

9
J
L
 

Cl 

Banosのフィ）ビン

められにここ

O:umenの Kitulan地区 J)

内喜，

よ＇ 

じdu

臼（しip)  

¥1 indana o 

anacm 

咋,:平！叫—;
上,,,,i」呟ii, Dふ砥J tyの固辺， じebu屁 Minglanillaおよぴしuzon Cづ)up豆）［直ら？八 ・<主る。

roman gr. 

と芍死株瓦な

E: 叩.Stat. 

て＼、た。

，ずてにトウ ロコシ ぶ
ー
S,' 
おり，

こゞ、とこら~ては 50~60%

と尻紅噌l、1り］株心ゞ は

L 

多 f,::, か，乎均して り憂 ふ.
1~0 A roman Exp. Stat.)司］、!Jり） Ki tulan j也［るこは： 2 

~3葉の搭種直後び）しのから， 々否―;＇し
'‘ `

 

r
 
g
 

A
 

冗人ったもrJ） まてそ モロ シ ら；iしに

/ミと 5~6葉のものにわ-rかに脊牛か万めら九ただげて", 全殺的に発土ば少／ょかっこ。
K abac叩の M Tf土， Carmenの南東約2O Kmり）とこるにある ここでば発生か多く， 9 ~, ¥

j
 

,．
 

葉のものにかなり られた（第2区］）。全

Davao -cityの周辺はこ］コナ :Yツ

このようなl測場ても，極めて軽改ではある

く，

で 10 ~ 2 0笏てまった。
トウモロコソもココナ，｝ツ［糾

められた。

中に栽后され ¥, るヽ。

これに反し Cebu島でふ

においてへと病と尼われる株を数株発見し

じ ebu 市を中~'に調査しにか，へと病の発生よほとんとは< , M i ng l 2n i l la 

へと病に非常紅よくり」に灼で友った。じ ebu島でぱ，

徴を示す c,:)rn str 1pe 

によっ

狭く，

つに。 corn stnpeはトウモロコンウンカ (Perigrinusmai山s)

されるウィルス的てあるか．へと1因との病徴の違いよ葉に現われる

しく鮮明て出る。

しuzon島の UPの間場で¥ま，

フィ ，Jピンにおけ

ピン‘

こっャ｛ぐ5ナ，

こ，
 

ぷ
ー
，
~

まにべと病のように--<'.葉全部

忍められる（第 3凶）。しかし実際に調査したところでt., いずれによるか刊定

た。上記へと阿と思われた快のなかにも， ビニールの袋

舞を調へたこころ，

ても， stripeの可能屯かかなり強し、と考えられる。

へと1内の充生によって欠株か目立つ畑か占り，

と雨

はインドネシア同様雨季と

られな＼、ものか主った。したかって圃場てへこ店と

し、鯛体（第 4以］）が多かった。これらのは1,Jしく罹病した｛固

している 1)か親察された（第 5図）。

でも多少0)降＇：月か認められる。

では。

でな~、傾向か女る。 '.\11 TO) Prof.'.¥Iarasigannによれぶ，

ギ
ふ

には脅怜もて多く

四別げられてはいるが，第 5表のBP Iの

まに地域〖ーよってかなり王かあるため，

へと炉より

になるようなここばはし、なとの差か

が多かっ

し，分生囮子形成の有

したもの

4
よ
t
 L 

イントネシアほど明瞭ではなし、よりてある。ノィリ

l 0月末から 1l月~l月瓦かげ-こへと病ぴ）

らも悶lらか

ィント不シア J)よ

¥,Ji ndanaoのKabacan 

く， 1 0月播枠のと Cl)ではかなり人ぎな被

害かある。 7月あるいぱ 8月に播種ずるへと病 くなるか， メイガ (stern borer) の発

て多くなるとのことで庚った。
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〔庄〕 B p ー ら， 関f系の つに地方いよひ < fこトウモロコジの栽培
が多い地方のみを選ひ出した。

なお， rnch さか~-c し、た化のを mm になおした。

Cebu島では，

したものに

5且に梢付したトウモロコンではべと

く，

Mind叩aoの場合とは，

た 1~2月

はとんどなしヽが， 6月， 7月

さらに 1月以降では降雨が少ないため発主は極めて少なくなり，前記

がかなり異なっている。 Mindanaoの Kabacan地方では．

し，屑量も少ない時胡である。とく

ないにもかかわらすかなり

があり，

められている。このように隣接した島の間でべと

なわがいかあることについてその原因は明らかでない。また Kabac叩では

められているが，イントネシ ではり

に矛盾しているよう鳳思われる。この原因についても明らかでな¥,

て多くの露が植物体上に認められたことから，

＜
 

に大き

とぎ

されていることを考えるとぎ

著者の推測では， Carmen

この地方では降雨は少なくても，多菫ズ）

へと病肉の感染に必要な水分を供恰しているためではないかと考えられる。
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しuzon島 UPの圃場冗認いて旦；, Excondeら （第 6表）に明らかにされているが 7, 8 

月炉ら l0月にかけ

において

く，その発生はやはり降雨

が全くなかったときでもへと

るようである。しかしなから，こ

した場合も友り， フィリピン『こおけるトウ

斗さロ

年

1967 

と病と降巾，あるいは認との関係＇てつ＇、ては今後さらに検吋の るように思われる。

第 6表 フィリピン大学圃場におげるトウモロコジベと

と

気象要素の喝係

感 染率 度
II 関係湿変

et Corn (%)  

21. 3 27. 5 88.0 

30.8 5. 0 27. 9 82.3 

25.5 I o 27. o 87. 3 

10.9 19 7 26. 4 90.0 

49.4 48. 7 27. 0 88.0 

12 49.4 29.6 135 26.3 88.4 

1 

゜
3.6 173 24.4 86.4 

2 5.4 3. 0 

゜
24.6 83. 0 

3 

゜ ゜
8 25.6 81. 7 

4 

゜ ゜
18 28 l 77. 9 

5 

゜ ゜
25 29.4 76. 5 

6 

゜ ゜
221 28. 1 83. 1 

7 27. 4 

゜
66 27. 7 83.6 

8 31. 1 

゜
297 26.9 87. 0 

， 12. l 16.2 165 26.9 86. 7 

10 26. 7 17. 6 180 25.8 85.4 

11 2.0 4.0 427 24.7 84.0 

12 

゜ ゜
36 24.8 86. 1 

〔注〕 Exconde, O. R., J. Q, Adversario and B. A. Advincula : 

Fifth Inter -Asian Corn Improvement Workshop, Kasetsart Univ. 

Bangkok, Thailand, Octorber 7 -14, 1968 の発表資料による。

(.3) 台湾における発生々態

台湾では，著者が訪れた2月上旬は，一般農家でのトウモロコシの栽培はなく，台南農業改良場の玉

米研究中心の試験圃場においてぺと病の発生を観察したにすぎない。この圃場では接種源としてサトウ

-18 -



キごのぺと

は異なっ

てあって，八工的な臼然感染が行なわ訊ており，一般の自然発生のものと

＼ヽ うよう

に。ま

ある。この圃場での発生は，発病株率は 10 0 %近かったが，侶l々

であっに（第 6図）。すなわち，べと病冗よっ

きい株は全くなく，各葉に 2~4の細"

もまれ されに（第 7図）。

できる車予し

ると

かっ

このように

J, た~
,~0'- トウモロコジベと

インドネジア，フィリピンに較へると非常に軽徴であっ

インドネシア， フィリピンのものと異なることも一原因か

も知れないが，発生時の気温が低いことが最も大ぎな原因ではないかと考えられる。

王米研究中心の張新吉氏，糖業試験場の呂哩桑氏如よれば，台湾におけるべと病の発生は，主亙 5月

以降で， 7~8月匹最も発生か多いとのことである。また病原菌はサトウキヒヘと病菌と同じであって，

サトウキビ し り，これがトウモロコ

となっている（第8, 9図参照）。トウモロコジはサトウキビより 、ため， トウモ

ロコシの上で急速冗増殖し，こ 紀なり る。まにさら紅トウモロコシからサト

ウキビにも蔓延するとのことである。

2病徴

インドネンア，フィリピンおよ した結果， トウモロコンベと病は次のような色々の病徴

を示す。

1) 葉に決黄色～淡黄緑色の明瞭な病斑を生する（第6, 11, 12, 15図）。

2) 展閲中の葉およひ上から 2~3葉が淡黄色になる（第4, l 3図）。

3) 矮化する（第4, 1 4図）。

1!) 矮化と 巾も狭くなり，サトウキヒ状を呈する。

5) 雄芯およ しな¥'o

6) 多惚になる（第 7図）。

冗しま，これらが組み合さっに病徴を示すが，葉に淡黄色の条斑かでぎるものが最も多く，本病の

典型的な病徴であると考えられる。しかし感染時期が早いものは，矮化し，上部の葉の人部分か淡黄色

に変り，健全部はわずかにとこらどこる条斑となって残る程度で，全身的な病徴を示す。このような罹

病株では '¥Yestonが Scle rospora phi I ippinens isで認めたように，生長点はじめ，根を除く，あら

ゆる部分に菌糸が侵入しているものと思わ九る。感染時朗が早く若い時期 (5~6葉期と考えられるが，

正確なことは今後の調査にまたねはならない）に全身的な病徴を示すものな，間もなく枯死し，欠株と

なる。比較的後朗に全身感染をおこしたものは，枯死しないが雄芯および雌芯が着生しないことか多い。

成熟した葉に感災かおこると，淡黄色の条斑の巾ぱ狭くなり，とぎには約 3~5mmの黄色の斑点が

でき，これか条斑状尻連涜するようである。淡黄色の条改Lヒには，分生胞子の形成が認められ，とくに

した葉の裏面には極めて多くの分生胞子が形成されているのかしはしば認められた（第 5図）。

矮化と同時に葉の巾も狭くなり，サトウキビ状を星するもの，および多穂になるものは比較的少なく

前者はイントネジア Malang地区の Sedjatiの圃場，フィリピン Mindanao島の Kabac叩のMIT

圃場において，後者はインド不シ了 Sedjatiおよひ台湾朴子鎮の玉米研究中心の圃楊において認めら
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れ冗

調査 .if3 

L̀
t 

-
『
-汀と‘、¥＇ り｝炭習てはなかった ド茅シ’ フィリピン

グ［国こ比し，

インドネジア，フィリピンの附と異勺るためか，ある＼

病に不適な時期で安ろと同時冗トウモロコシ

とによるのか国］らかでない。しかし，

紅は 9インドネシア，フィリピンで見られるよう

ことから，

おいて

で）

ぉ¥,'

吹,,ものても葉に現ら］しる条Jxlのり］ヵ広C

屯のばな<'業に内 (i)聾t

いるよりた印象

し

した

に人っており，

によれ砂此

s
 

ヽ

ふ
~わ

g

,ノ
＼

ものでなかったこ

去＼ヽ てら 6~8月

らか冗現わすとのことてある。この

ったのは，低湿の影聾と ため

ではなし、かと推察される。

5病原菌

トウモロコジヘと病 (downy mildew)菌として次の 9

S c!erospora phi lippinensis Weston 

S clerospora maydis (叫c嗜） But!. 

S I c erospora J avani ca (Rae.) Pa Im 

されている。

/:l clerospora spont叩 ea Weston 

/:l c lerospora sac char i Miyake 

/:l clerospora sorghi (K ulk.) Wes ton and U ppa l 

/:l clerospora gram ini col a (/:lace.) /:l chr汎

/:lclerophthora macrospora (Sacc.)'I'hirumalachar, /:lhaw and Narasimhan 

S clerophthora rayssiae var . zeae P ayak and Renfro 

これらの苗の形態，寄生範囲，分布など第 7表に示す。

このうち Sclerophthora macrosporaぱ，イネ黄化萎縮病附でわが国にも一般に分布しLいる。卜

ウモロコ、ンでくま北海道で発生した記録があるか，比較的発生は少ない。 Sclerophthora rayss1ae var. 

zeae しま 19 6 7年印度でトウモロコ、ンを侵すとして記載されている。この両者は分生胞子，卵胞子と

もに形成し，その発芽はいずれも間接発芽，すなわち遊走子によって行なわれる。

tl clerospora gram inicolaは．わが国でぱアワに寄生し （あるいはささら病）と呼ばれ，ァ

ワの重要な病害になっている。この菌は外国ではトウモロコシ冗も寄生することが明らかにされている

が，日本ではトウモロコ、ンに寄生することは未た報告されていない。この苗,l)分生胞子の発芽は遊走子

によるが，卵胞子の発芽は発芽管を出して直接発芽する。

以上3種の菌ぱ，分生子柚の埜部細胞 (basaleel I)がなく，発芽の形態なども異なっているから，

他の Sclerosporaと比較的容易に識別でぎる。

とこらが，他の Sclerosporaについては，その異同か判然としない。このうわ， S奪 maydis(Rae.) 

But l. とS. javanicaは同じ菌であるとして現在では S.maydisが使bれている。これに関して，

はじめジャワにおいて採集されたべと病菌に Raciborski(まPeronospora maydisの名を与えた。そ
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の後 ButlerIま， 1 9 1 3年に したもの応ついて検討した結果？ ジャワのものと印度のもの

は，形惹的冗は全く同じてあるか，これを Peronospora属とするのは不適当としこ， Sc lerospo旦

maydisと改めた。とこらか 19 l 8年冗 Palmはジャワ産のへと病附についてij,屑査を行ない，

凡aci加rski と 冗違い（主として胞子の大ぎさ）かあるとして， ンャワ閉に S"Javar11ca 

の名前を辱えている。しかし両菌とも originはジャワ産のものてあり，胞子の大ぎさ如は，形成時の

条件などによりかなり変動があるから，前にも述べたように現在ては同一のものとして取り扱われてい

ア、
・c; 0 

では， S. philippinensis, S魯 maydis, S. sacchariが比較的似ているが， s.

spont叩 ea <, S. sorghiは分生胞子の大きさが小さく，前三者と -デ;、
L 

ある。

I:,. phi! ippinensi sにつ¥.ては Napi -Acedoらが最近トウモロコ 中忙 して

るヽヽ`ぃ` きさは台湾厄おいてトウモロコゾ，サトウキピに発生する S• sacchar iとは非常

に異なっていて同一種で麦るとは云い難い。 S魯 maydisの卵抱子は未 されておらず，他り種と

J)異同について比較するのは困難である。インドネシアにおいてはサトウキビにぺと病が発生しないか

ら，少なくとも S.sacchariとは異なってし、るのではないかと考えられる。 S. rnaydisとS.phi! --

1pprnens1sについては，分主胞子の形態iCは，ほとんど差がないから，現状もまその異屑］を推定する

ことは困難で今後の研究にまたねばならない。

Excondeは， S. sacchariとフィリピンに発生する S. spontaneaに病原性などの点から同じでi文

ないかと推定しているが，分生胞子の形態はそれぞれかなり異なっている。著者か文献上で比較したと

ころでは S望 spontaneaは台湾でトキワカヤ (Miscan thus j apon i cus)およひサトウキヒに寄生す

る Sclerospora miscanthi T. Miyakeの形聾ご類似しているようである。

いずれ紀しても，これら東南アジ了に発生するトウモロコ、ンのべと病菌については，今までのところ

文献上の比較たけで，菌の変異の巾，寄生性などについて十分比較検討されていない。これら四ついて

はトウモロコ、ンだけでなく雑草に寄生する S.miscanthi, S, noblei (オーストラリアにおいて

Sorghum plumosum , Andropogon australisを侵す）， S. northi (フィジーにおいて Ena-

nthus maxi mumを侵す）なとを含めて，形態，寄生性などについて十分検討した上でその異同を明ら

かにする必要があろう。

なお台薦の張祈吉氏の言によれは，今まで発生か認められていなかったタイ国において 19 6 8年新

らたにべと病が発主，病原肉は S.sorghiらしいということである。

4 伝染経路

本病の第一次伝染椋については， (1) 種子伝染 ，(2) 土壌中あるいは被害植物中の卵胞子， (3) 他

の種の罹病植物の 3つが考えられる。

種子の中に病原匿が侵入していてそれが第一次伝染椋になることは，インドネシアにおいて， Pura-

kusumahが S.maydisの場合に報告している。この報告によれは．自然感染のiまげしい圃場の糧子

（品種 ;-,.,retro)を播種したとこる 5日後に 10 %, 9日後に 36.5 %の感染味が得られている。また

26~29"0, 湿度 55%の実験室で殺阻土壌に播種したところ. 5日後にやはり病株が得られた (3
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り）罹仄率 20笏）。このこ乙から ::J,mayd1s ずると Lてしヽ る。他方， Semふ1陪）如

』よ か しに主の種子（圧種 ,¥,letro) るが，一

しなくなるから， とはならないと述へて‘＂ヽる。同様ぢこと

S. SdCChd!'l で万;'こに骰告しており， した種子か第一り〈広蒙源と立ゥてしる~-と l， ふt, 」;

亨：＇こ疑わしし、。イン：、ネゾアにおいて 1よ とこら Sや maydisにつし、ーし卯胞戸文人、辛兄， ま之他1)

イ不利竹吻およぴ雑草でのへと も兄られ、て＼、ない。このことから第一久伝染椋とし

り）可詑在も考えられるか， P urakusurn ahの報告には解剖学的な証明を欠い-こいる。また Semangoen 

ぱ、 インドネシアにおいては乾季に水山に作付げされるトウモロコシにへと病の発生か見られるの文，

これか1月季作ぴ）羊 となって＼ヽると している。いずれにしても，イントネシアにおげる平

について1ま，十分伍究， がなされマこいるとぱ云い難く不明な点が多い。

らの感染を含めて，本病の生態をより明らかにする必要かあると尼われる。

に多っ L第 になること（ま， t;. graminimlaで認められてお

り， t>. sacchar iにおいてら卯胞子か長い間発芽力を有してし、て寄生植物に感染かおこることか明らか

Veされている。このようなことから，卯抱子の形成が認められている他のふ phil ippinens1s, ふ

sorghiなとても寄生棺物かない間は，卯胞子で生存し，これか第一次の伝菜椋として重妾な役訓を果

してし、るもり）と考えられる。

トウモロマンか栽培されていない間，他の種の植物応感染して潜伏し， トウモロコシか栽培されたと

き，僭伏している病斑上に分生胞子か形成され，これ冗よって第一久伝染かおこるという事例かある。

国杉によれ1よ, S clerophthora m acrosporaはコムキ，エンバク，ノヒエ，ススメノテ ;Jポウ，メヒ

バ，スカキヒ．ヌメ 1)グサ，ニワホコ l)' カゼクサ，チカランバ，コヌカグサ， カモジグサ， トダシ

バ， ウシノシ』ノペイ，アンカキ， ムズオレグサ， ヨシ．クサヨン．ススキ，チカヤなどに寄牛ずると報

告しているか， これらのなかの冬作物や冬ても生存し続げる醒畔雑草に僭伏しており， これらの病斑上

に形成された分主胞子尻よって第一次伝染かおこる。また 8, sac char iで（文トウモロコシの作付のな

い間は，サトウキビて主存し，この上に形成されに分生胞子かトウモロコシヘの第一次伝染椋になるこ

とは台湾において Leu(呂）らおよび張らか報告している。第 7表に示しによう妬，この他の種でも

かなり寄生範囲か広いから， これらの作物あるいは雑草に潜伏していて，これか伝染源になることは十

分考えられる。

以上のことから， S. maydisにおける種子伝染は特別の例であって今後確認を要ずるか， →役にぱ，

この呻の菌の第一次伝染源は卵胞子あるいは世の罹病植物が主体になっているものと推察される。しか

し全までの報告から， Sclerospora macrospora, S clerospora gram1nicola, およひ Sclerosp -

ora sacchariを除いては，第→欠伝染源を十分に明らかにした例は少ない。第一次伝染源を的確に把

摺することにより，防除も比較的容易に，最も経済的に，かつ効果的に行なうことかできると考えられ

るから，いずれの南化ついてもその生態をさらに細く調査し，発生地埃別に何か第一次伝染涜として最

も重要て友るかを明らかにすることは，今後の最も重要な研究課題の一つて麦ろう。

第二次伝染源についてぱ， S. sacchar iで報告されているよう Ve, 分生胞子は極めて短命であるか．

夜間形成された分生胞子か早朝直ちに発芽し寄主体に侵入する。たとえ分生胞子の生存助間は短かくて

も，第 5図紀も示しにように病斑上に極めて多数の分生胞子を形成するから，これによって急退且c蔓延
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第 1図 べと病がひどく発生した圃場一発生

した株は欠株になり，その後に陸稲が

植えてある。 （インドネシア，東部ジ

ャワBedaliにて）

第 2図 フィリピン， ミンダナオ島

KabacanのMIT圃場におけるべと

病の発生状況

第 3図 Corn stripeーベと病と病徴が

よく似ている（フィリピン，ネグ

ロス島 LaGranja) 



第 4図 フィリピンUPの圃場で見られ

たべと病の被害株，矮化し，殆ん

ど全部の葉が黄化している。

第 6図 台南朴子鎮王米研究中心圃場の

べと病被害葉一黄色部の巾が狭く，

軽徽である。

第 5図 第4図の被害株の葉の裏面に形

成されたおびただしい分生胞子

第7図 多穂になった被害株

（台南玉米研究中心圃場）



第 8図 サトウキビベと病被害葉の病徴

黄色斑と同時に褐色のえ死斑が現

われる。 （台南玉米研究中心圃場）

第10図 サトウキビベと病

末期には葉は破れてささら状になる。

（フィリピンLaGranja糖業試験場）

第9図 サトウキビベと病被害葉，後期

には褐色のえ死斑が顕著になる。

（台南玉米研究中心圃場）

第II図 明瞭な黄色条斑が現われたべと

病被害株（インドネシアSedjati

にて）



第12図 被害葉条斑の拡大（インドネシア

Bogorにて）

第14図矮化した被害株

（インドネシアSedjatiにて）

第13図 上から 2-3の大部分が黄化し

だ被害株（インドネシアSedjati

にて）

第15図 トウモロコシベと病

比較的後期に感染したものの病徴



インドネシア・フィリピンにおいて発生が多かった畑作物の病害

第16図 トウモロコシStripe,Virusによる。

フィリピン，セブ島に発生が多い

第18図 トウモロコシ赤かび病

（インドネシアBogorにて）

第17図 トウモロコシ青かび病

（インドネシア Bogorにて）

第19図 トウモロコシさび病

（フィリピン， ミンダナオ島MIT圃

場にて）



第20図 トウモロコシさび病， Puccinia

polysoraによる Southerncorn 

rustと呼ばれるもの

（フィリピン，セブ島にて）

第22図 サトイモ (Taro)の疫病

（インドネシアMuaraにて）

第21図 トウモロコシ褐斑病類似の病徴

（インドネシアPudjonにて）

第23図 トマト葉かび病フィリピンでは

露地栽培であるが発生がひどい。

（フィリピン，ルソン島LaTrinidadにて）



第24図 ナス褐紋病，フィリピン，ネグ

ロス島ではとくに発生が多い。

第26図 ピーマンうどんこ病，葉にえ死

斑がでてきて巻き込む。

（フィリピン，ネグロス島LaGranjaにて）

第25図 ピーマンうどんこ病，フィリピ

ンネグロス島で被害が大である。

被害葉は巻き込む。

第27図 インゲン角斑病 (Jsariopsis

griseolaによる）

（インドネシア， Puntenにて）



第28図 インゲンさび病 第29図インゲンすす紋病

（フィリピン，セブ島にて） （フィリピン，セブ島にて）

第30図 Mung bean (緑豆）の角斑病 第31図 Mung beanのうどんこ病

(Cercospora canescensによる） （フィリピン，ネグロス島 LaGranjaにて）

（フィリピン，ネグロス島 LaGranjaにて）




